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塗料は塗り替えのキーポイント。
〈機能特性〉をポイントに最適な塗料をお選びください。

㎜
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デュフロン4Fルーフ 2液 SS S　　⇒E

商品
位置付け
イメージ

１液ファイン4Fルーフ １液 SS Ａ 皿

ファインルーフSi 2液 Ａ Ｓ 皿

シリコンルーフH １液 Ａ Ａ 皿

ファインルーフＵ 2液 Ｂ Ｓ 皿

ACトタンペイント11 n夜 Ｃ Ａ 皿

※注シリコンルーフTIの性能を基準として評価

※1:耐水性､塗膜の硬さなどを相対的に評価した結果になります。※2:立地条件などご使用状況により優劣は変化します。

ﾉぐ9‘･………'゜"W･･=

※地域や色相により缶意匠が

　異なる場合がありますので

　あらかじめご了承ください。

（

　－



Ｉ常備色一覧表

色　　相

サニーレッド

マーズレッド

サバイバルレッド

ワインレッド

ビーバーレッド

ニューワイン

アッシュブラウン

コーヒーブラウン

マリンブルー

エンベラーブルー

ナイスブルー

スカイブルー

●

一

一

●

一

一

一

●

●

○印の色は容量

●

一

●

●

一

●

一

●

一

(奏)

●

一

一

●

(秦)

●

(秦)

一

一

●

●

一

一

●

●

●

●

-

之
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－
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Ｉ常備色一覧表

色　　相

●

一

一

一

一

一

一

●

-

●　　　モスグリーン

●　　　Kグレー

－

一 ●　－　－　一　一

●　●　－　－　一　一

-

一

●

●

一

●

一

乙，●（蕎）●　●　●

●　●（秦）●　●　●

●　●　－　－　－　－

セルリアンブルー　　●　●（参）●　●

ダークセピア

ノアール

チョコレートＮ

アイビー

※１ナスコンで対応しています

一

一

●

一

マスカットグリーン　　ー　　●　　●　　●　　－　　－

モスグリーンS

ブルーブラック

ブラック

ブラックネス

チャコールグレー

サーフグレー

ニューグレー

マウンテングレー

ナックルグレー

●

一 ●　●　－　－

●（券）●　●　－

●（券）●　●　●

●（奏）●　－　●

アイボリー

シルバー

ホワイト③

●　－（奏）●　●　一

一　●　●　●　－　－

●　●（奏）●　●　●

－　－　●　●　－　一

一　●　●　●　－　－

一

●

-

-

一

●

一

③各製品によってホワイトの色相は異なります

　ので､ご留意ください。

一

●

-

●

一

一

●

・

一

一

●

●

●

●

●

●

一

●

●

●

一

●

●　－

一

一

一

一

一

-

-

一

一

一

一

●



■常備色

oぽ回回国回国回　　o指図

○ﾏｰｽﾞﾚｯﾄﾞ　国回国　　０石盤訟7回国回国回

　　サバイバル
０レッド

　　ﾜｲﾝ０ﾚｯﾄﾞ一国

ｏ見こ回回国回国回

イ

ー

ｏにｹ　　回回　回　　ｏ款尹回回国回国回

０ニューワイン�|�|圖　国　　　０ﾀﾞｰｸｾﾋﾟｱ　　|�|�

０アッシュブラウン　|�I� ０ﾉｱｰﾙ　回国回国

ｏ勝昌回回国回国回　　ｏご仏国回国回国回



ｏこ底土。｡�国固　国　　　　ｏ討ﾖﾑ‾ﾉ゛��国

０ﾓｽｸﾞﾘｰﾝ� ０サーフグレー　回回国

０にｸﾞﾚｰ一国 ○節二回回

ｏ謬す　回回国 ○マウンラ=ングレー�国

○筒≒ﾉsII　�|�l�　　　　ｏﾅｯｸﾙｸﾞﾚｰ��圖

ｏ荷こｸ　�圖固 ○ｱｲﾎﾞﾘｰ　国国

○ﾌﾞﾗｯｸ回国回回国回　　　　○ｼﾙﾊﾞｰII　I�

０ﾌﾞﾗｯｸﾈｽ　　圖|醍I

－ 一 一 一 一

○ﾎﾜｲﾄ　回回国　回

③各製品によってホワイトの色相は

　異なりますので､ご留意ください。



・ファインルーフUつや消し常備色

０つや消し　ダークグリーン

０つや消し　ブラウン

０つや消し　ダークグレー

０つや消し　チャコールグレー

０つや消し　ロイヤルブルー

０つや消し　ブルーブラック

０つや消し　ワインブラック

０つや消し　ブラック

※ファインルーフＵつや消しには必ずl'つや消し専用の硬化剤Jをご使用ください。

・さび止め塗料色相

　　　　○ブラウン

ハ
イ

○ｸﾞﾚｰ

　ａ　　　’‾　　　　－びi　oディープグレー

ン　　_

ル
｜
２　０ﾌﾞﾙｰ
ﾐ■

　○グリーン

1 6 kg
匹2竺匹言言

　ニ‾ニニ゛………‾‾……‾‾　‾･　　　↑

　０モスグリーン

１
液
ハ
イ
ポ
ン
フ
ァ
イ
ン
デ
ク
ロ

エ
ス
パ
ー
ワ
ン
エ
ー
ス

○赤さび色

０ｸﾞﾚｰ
一 一

○ｸﾘｰﾑ

○黒さび色

16kg　Oホワイト(白さび色)

ハ
イ
ポ
ン

０赤さび色

○グレーバ

ン

プ　　．;

ラ
イ
マ
ー
ｎ

1即

○黒さび色

０ホワイト

　－しﾉ

／‾･・

゛･．_Ｊ／

不具合が生じる恐れがあるので､つや有り用の硬化剤と取り違えのないようこ!注意顔います。　　　　･塗装の種類により同じ色相でも色つやか異なる場合があります



■光沢がよく､また耐候性に優れています。

■街の景観を豊かに表現できる豊富なカラーバリエーション。

■鉛､クロム顔料を一切使わない環境にやさしい塗料です。

�優れた密着陸で､¨きず｢Iや'Iはがれ"から屋根を守ります。

■塗料用シンナーで希釈できるので､各種旧塗膜を侵しません。

　　　　　　　　　　　■　ｌ　　　　　･゜’≡　　　　　　　　鋼板屋根､トタン屋根､塗り替え

注）本見本帳の各数値は､すべて標準のものです｡被塗物の形状､素地の状態､気象条件､施工条件などにより帽を生じ､増減します。

沁にマリ吟冊公示堕酒冊ﾀEヨ゛ふにににに

　徊禅門三珠ﾄﾞ三

φ y A s s Z y ヴ φ X φ y x φ ｶ ヴ ﾀ ヴ φ y x ﾀ ｶ ｶ φ φ g x μ ｶ φ Z 〃 4 ぷ X ｶ ｶ ｶ v φ s v x a a Z v ｡ 乙 s a a ヴ 占 〃 〃

Z φ φ g ヴ X 心 力 Z y 力 g v 八 八 〃 Z ヴ ｶ 占 ヴ ♂ 心 X 占 φ ヴ 占 ヴ ｿ β Z φ φ φ v v v v 占
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｀ ゛ Ｊ ふ S S ; φ v v φ v ヴ v ♂ / 占 ♂ ♂ φ φ 占 ヴ φ 〃 v 〃 v y ♂ - ♂ ♂ - ♂ 占 ゝ ♂ 占

; g 洋 一 ｡ ｶ 占 ｶ φ 占 ヴ ヴ 占 ヴ ヴ v v v v ♂ 八 八 ♂ 八 八 八 八 v 〃 v v 〃 v v ♂ v ♂ 占 ♂ ♂ 占

ニエT二塗工科二名二千二三 ‥‥‥1ﾇこjii霊屁。……

づ唸Z�/回卜 ＩＴ希言訳白濁∠回 士回塗上装二方丿法

宍不二地二調□整，膨れたり､割れたり､浮いている劣化塗膜は､周辺を含め入念に除去する｡さびは､電動工具やサンドベーパー､研磨布などを用いて除去し清掃する。

肖゛゛?t!ダ岑咄1゛にfi^｀’ぶ
ハイポンファインプライマーn １ ０．１６～０．１８

　　　　　　　　　　　※1

4時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ
Ｏ～１０ はけ､ウールローラー

･ ･ ’ ゛ ″ ゛ ご ^ ｉ ｀ ｀ ” ● ゛ ｀ Ｊ ゛

○～５ エアレススプレー

晰眠i デュフロン４Ｆルーフ ２ 0.12～0.14 ３時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ
Ｏ～１０ はけ､ウールローラー

５～１５ エアレススプレー

･s･≡‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　鋼板屋根､トタン屋根､塗り替え

φ 八 八 ヴ 八 八 ヴ 〃 〃 ? S ? 八 ♂ 八 八 八 八 八 八 ? 〃 ♂ ? 〃 － 八 ? ♂ 八 八 八 八 ♂ 八 八 ? 力 〃
; ｇ ｙ ｌ ﾝ ; ， ? x j n n 7 . り y ぶ g y ぶ ? x ♂ y x S z 《 占 ヴ が φ y ヴ ヴ y y y x ? x x 占 り x 占 〃 ヴ 占 y ヴ 〃 y ? ? x ? - x 占 - y 占 ヴ ヴ 〃

□梗賠畿匹]
づ咄洲/傾)士

こごご゛ﾏ¨ごmφs汐認゛愕“゛゛yyφφ4ぷヴgixりMφむ
　コ濡り輿ね乾燥二

二に滑降(印獄二

ぶ y x w s ｶ 〃 s ｶ φ 〃 φ φ g s z z 〃 ｶ ｶ 〃 ｶ s ? 孤 ｎ 〃 八 八 〃 討 詔 s s 八 w 八 八 ヴ 〃 八
ヴ ぷ y 4 y x ¥ ｶ ｶ ぷ ぷ g g x g 一 x ｶ ｶ 心 ぷ s s x s ｡ ｶ μ 心

　 二 希 釈 察

二

□ ﾆ l U

が 紛 y

二 二

聯雨冊H絹悦出呈河紐玉EE※ョ呂ヨ回谷田宍゛搦

ドソエニ1程ニザ 一一一‥塗料、名……………回
-゛?r^ヴ〃??一躍lロー

匹回歎エ 二凍原贋三
゛｀゛｀'41｀y゛゛゛べ゛゛^゛7^に゛゛^^″ﾂﾞ¨4^゛z♂《y♂♂♂
プ呂兼兼21省二良二

¨¨¨~一物゛9″^"¨9°¨9昭一Jﾊりに｡μ;に;にごa,こ

U芥上地二鋼二整.･･膨れたり､割れたり､浮いている劣化塗膜は､周辺を含め入念に除去する｡さびは､電動工具やサンドベーパー､研磨布などを用いて除去し清掃する。

エスパーワンエース

　　　　または

ハイボンルーフデクロ

　　　　または

１液ハイポンファインデクロ

　　　　または

ハイポンファインプライマーn

１ Ｏ､１３～０．１５ ４時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ ５～］○ はけ､ウールローラー

ミ 　 下
L

y φ s ? ? ? ? s s ♂ 八 八 八 占 い 八

y塗回り二］

１ 0.13～0.15 ４時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ ５～ＩＯ はけ､ウールローラー

１ 0.13～0.15 ４時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ ５～］０ はけ､ウールローう－

１ 0.16～○､18
　　　　　　　　　　　※1

4時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ
○～１０ はけ､ウールローラー

○～５ エアレススプレー
Ｕ

昌 １液ファイン４Ｆルーフ ２ Ｏ､１２～０．１４ ２時間以上 塗料用シンナーＡ ５～］５
はけ､ウールローラー

　エアレススプレー

- － － - － - - - - - - - - - － - -

　 　 　 　 一 一 －

ファインルーフＳｉ ２ 0.12～0.14 ３時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ
Ｏ～］０ はけ､ウールローラー

゛ － ゝ ' 、 ' - ゛ ． り .

- 5 -

　 　 　 　 ㎜ ㎜ ？

㎜ ㎜ ㎜ ㎜ ㎜ 　 ％ ％ ＝ ５～１５ エアレススプレー

シリコンルーフII ２ 　　　　　　　※３０．１２～０．１４ ２時間以上 塗料用シンナーＡ 　　　　　※35～15
はけ､ウールローラー

　エアレススプレー

一 一一 一

一 一 一 一 一 一 一 一

一 一 一 一 一 一

よ塗り ' j ･ 7 ； 一 二 j Ξ a き / 1

　 一 一 　 　 　 －

－ 一 一

言言叉 一一1霞7
　　　　　　　　　　　　　　　　※2ファインルーフＵ ２ 0.11～○､14 ４時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ

○～５ はけ､ウールローラー

説示 謳21ail ５～１０ エアレススプレー

言 SI雨
ＡＣトタンペイントrl

－

２
0.10～Oj2※3

２時間以上 塗料用シンナーＡ
　　　　　※35～IO％ はけ､ウールローラー

言言 凰22a宣●
0.13～0.15゛3 　　　　　　※３１０～１５％ エアレススプレー

※１)夏場(高温下)では硬化反応が著しく速まるため､上塗りを３日以内に塗り重ねてください｡塗り重ね時間を過ぎると上塗りとの密着性が悪くなります。

　　その場合は再度下塗りを塗装するか､ペーパーをかけるなどしてください。
※２)ファインルーフＵつや消しを塗装する場合は､エアレススプレー､ウールローラーでの施工をおすすめします。ファインルーフＵつや消しには必すつや消し

　　所司の恍化削をご使用ください。不付合が牛じる恐れがあるので、つや石０用の硬化剤と取り遜えのないようご注意願います。

　※3)シルバー色の使用量は0.07～0.10kg/m2/回(シリコンルーフn)､0.07～0､10kg/m2/回(ACトタンペイントn/はけ､ウ司レローラづ､0.10～0.12kg/m2/回(ACトタンベイントn/
　　　エアレススプレー)となります。
　　　シルバー色の希釈率は､○～10％(シリコンルーフｎ)、５～１０％(ＡｃトタンベイントＨ／はけ、ウールローラー)、10～15％(AcトタンペイントＨ／エアレススプレー)となります、

･゜’Ξ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅用化粧スレート屋根､波形スレート屋根､塗り替え
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ド晋一 整ﾆ
ごみ､ほこり､かび､こけ､藻など､付着物は入念に除去する｡素地に近づけ9､8MPa(=100kgf/cm2)以上の高圧水洗が望ましいが､高圧水洗ができない場

合はホースで水を流しながら金属ワイヤブラシなどを用いて清掃する｡水洗い後は翌日まで乾燥させる｡旧塗膜がある場合は､浮いたり､割れたり､膨れたり

している劣化塗膜､露出している着色セメン卜居を入念に除去する｡十分に付着している活膜は残してよい。

〃 ? A s ? 収 s ? ﾝ ♂ s x ♂ ♂ 占 ♂ 2液 ファイン浸透追腹シーラー゛4

　　※１
１～２

０．１６～Ｏ､２０ ∠旧聞以上フ日以内回

無希釈回 -
はけ､ウールローラー

　エアレススプレー

三⑤几言言二

呂勇三啓二9ご

白波 ファイン浸透シーラー Ｏ､１５～Ｏ､３０ ４時間以上５日以内回

玉液 １液ベストシーラー ０．１５～０．３０ ３時間以上フ日以内回

1液 ﾌｧｲﾝﾊﾟづｴｸﾄﾍﾞｽﾄ強化ｼｰﾗｰ １｀１ 0.15～0.30 ４時間以上５日以内･2

市

圈 １液ファイン４Ｆルーフ ２ ０．１５～０．］Ｂ ２時間以上 塗料用シンナーＡ ５～１５
はけ､ウールローラー

　エアレススプレー

］二三上塗り
－ 　 － ⌒

ファインルーフＳｉ ２ ０．１５～０,１８ ３時間以上フ日以内 塗料用シンナーＡ
○～10 はけ､ウールローラー

－ 　 ｒ ％ 　 ＝

　 ＝ ＝ 　 = = = % =

　 　 －

５～１５ エアレススプレー
一 一 － - － - －

- 一 一 － - - － － … - - －

－ － - - － - － - － - － －

シＵコンルーフＨ ２ ０．１５～０．］Ｂ ２時間以上 塗料用シンナーＡ ５～］５
はけ､ウールローラー

　エアレススプレー

－ 一 一 　 - 一 一

一 一 ‥ 一 一 一 一 一 一 一 一
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－ － - － － －
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二゛縁 LJ切工り二J 水切り部で化粧スレートの上下の重なり部分が塗料でつよっている箇所は縁切りを行う。

注）上記の数値は、すべて標準のものです。被塗物の形状、種類、素地の状態、気象条件、施工条件などによりそれぞれ多少の帽を生じることがあります。

注）旧塗膜は、健全な状態であることを想足しています。
注）シーラーの適用についての詳細な仕様については、別途「スレート屋根用塗料シリーズ」のカタログをご覧ください。

※１）シーラーは、ぬれ感が出るまでを目安にしてください。素地への吸い込み箇所かおる場合は、その部分を増し塗りしてください。また、シーラー乾燥後カム

　　テープで基材のはがれがないかチェックし、はがれなどがある場合は再度シーラーを塗付してください。
※2）「1液ベストシーラー」「ファインパーフェクトベスト強化シーラー」「ファイン浸透シーラー」「ファイン浸透造膜シーラー」は、高温下では硬化反応が著しく

　　逮まります。高湿時の施工では、上塗りを３日以内に塗り重ねてください。
※3）少しでも希釈すると付着性が低下します。

※4）吸い込みが少ない素地や下地の場合には、乾燥不良による縮みや膨れが起こる可能性がありますので、各工程間の乾燥時間は十分長めにとってください。



■デュフロン4Fルーフ施工上の注意事項（他の製品の詳細な内容については､各製品の製品使用説明書などにてご確認ください）

なみがたトタンの山の部分やトタン板の継ぎ目､折り曲げ部分は､膜が薄くなりがちで

先に拾い塗りするのが長持ちさせるこつです。

２． ってください。硬化が不十分な場合は､塗料

　用シンナーで再溶解するおそれがあります。

３．トタン素地が見えている所､さびの生じている所はケレン後､必すさび止め塗料を塗装

　してください｡使用できるさび止め塗料については､各塗装仕様書をご参照ください。

4.鉛酸カルシウムさび止め(ＪＩＳ Ｋ５６２９)は､下塗りに使用しないでください。

5.塩ビソル鋼板の上の塗装は､避けてください。ただし､経年でつやが引けているような

　塩ビソル鋼板に対しては､変性エポキシ樹脂プライマーを下塗りに使用することで塗装

　できる場合があります。詳細は事前にご相談ください。

6.昼夜の温度差か激しい時期や､山間部など夜露の早く降りる地域では､結露によるつや

　引丿現象が起こりやすいため､早めに塗装を終えて十分に乾燥時間を確保してください。

　塗装後早期に結露の影響を受けると光沢低下や膨れ､割れ､はく離の原因になります。

22.塗料液と硬化剤の混合割合は､必ずまもってください。混合割合が不適切な場合､塗膜

　　性能が発現されなかったり､仕上がりや作業性が低下することがあります。

23.屋外の塗装で降雨､降雪のおそれがある場合､および強風時は塗装を避けてください。

24.塗装時および塗料の取り扱い時は､換気を十分に行い､火気厳禁にしてください。

25.飛散防止のため必ず養生を行ってください。

26.薄めすぎは隠ぺい力不足､仕上がり不良などが起こるため規定範囲を超えて希釈しない

　　でください。

27.大面積の塗装では補修部分が目立つことがあります｡使用塗料のロットは必ず控えて

　　おき､補修の際は塗料[]ット､希釈串､および補修方法などの条件を同一にしてください。

28.はけ塗り仕上げとローラー仕上げが混在する場合､使用量､表面肌が異なるため若干の

　　色相差がでますので､はけ塗りの部分は希釈を少なくして塗装してください。

２９．ローラー塗りの場合､ローラー目は同一方向に揃えるように仕上げてください。ロー

　　ラー目により､色相や仕上がり感が異なって見えることがあります。

フ｡積雪の荷重を最も受けやすい軒先の部分､瓦棒の凸部にこすり付けるように増し塗りを　３０．塗装方法により色相が多少変化する場合がありますので､ローラー塗りはできる限り

　行ってください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　入り隅まで入れてください。

8.塗り替え直後は､滑習性がよくなる場合があります｡積雪時にまとまった習が落ちる可　３１．汚れ､きずなどにより補修塗りが必要な場合があります｡使用塗料のロットは必ず控え

　能性が有りますのでご注意ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ておき､補修の際は塗料ロット､希釈率､および補修方法などの塗装条件を同一にして

9.十分な塗膜性能を確保するため､規定の使用量をおまもりください。　　　　　　　　ください。

１０．ごみ･ほこり･砂･油･樹液などは､塗装前に水洗い､溶剤拭きなどで十分に除去し､乾燥　３２．ローラー､はけなどは､ほかの塗料での塗装に使用すると､はじきなどが発生するおそれ

　　した清浄な面にしてください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　がありますので､十分に洗浄するか､専用でご使用ください。

１１。溶剤系塗料のため､室内での塗装は必ず換気をしてください。また､外部での塗装に　33.塗料は内容物が均－になるようにかくはんしてください。特につや調整品では、つや

　　おいても､換気口･空気取入口などに養生を行い､溶剤蒸気が室内に入らないように注　　　消し剤が沈降している場合がありますので、かくはん機を用いて缶底の沈降物を十分

　　意してください｡居住者へのこ!配慮をお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　にかくはんしてご使用ください。

１２．所定のシンナー以外を使用したり､薄めすぎるとつや引けやダLﾉ､かぶり不良などをき　34.開封後は一度に使い切ってください｡やむを得ず保管する場合は密栓してから冷暗所

　　たす原因になりますので､必ず所定のシンナーおよび希釈率をまもってください。

１３．異なる色相を塗り重ねる場合(例:1回目の上塗りを塗装してから､別な色相でラインや

　　帯などを塗装する場合など)２回目の上塗りが１回目の上塗りを侵してラインや帯など

　　が変色〔プリードにより〕する場合がありますのでこ!注意ください。

１４．硬化が不十分な場合は､シンナーで再溶解する場合があります。

１５．水､アルコール系溶剤の混入は絶対に避けてください。

１６．硬化剤は湿気で硬化しますので密栓して貯蔵してください。

１７．塗料を扱う場合は､皮膚に付着しないようにご注意ください｡また､蒸気やミストなど

　　も吸い込まないよう十分にご注意ください。

１８．塗膜の乾燥過程で水分の影響を受けた場合(高湿度､結露､降雨など)､油膜表面が白

　　化するおそれがあります。水分の影響を受けるおそれがある場合は､塗装を避けてく

　　ださい。

１９．旧塗膜に発生した藻･かびは､洗浄などで必ず除去し､清浄な面としてください｡付着阻

　　害をおこすおそれがあります。

２０．改修工事にご使用の場合は､|日塗圈の種類によっては溶剤などの影響により､|日塗膜を

　　優し溶剤膨れや縮みなどの異常が発生する場合がありますので､|日塗膜の種類をご確

　　詔のうえ､塗装仕様をご検討ください。

２１．塗装場所の気温が5°C未満､もしくは湿度85％以上である場合､または換気が十分でな

　　く結露が考えられる場合､塗装は避けてください。

　　で保管し､速やかに使い切ってください。

３５､塗料漏洩の原因になりますので､保管･運搬時に容器を挨倒しにしないでください。

３６．製品の安全に関する詳細な内容については､安全データシート(SDS)をご参照ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　ｒ　　●　　＝２＝　　　　●　４　　　　　　　　　　　　　　９７

　１．使用前に取扱説明書を入手すること。　　　　　　　　　　　　　　　　21.汚染された衣類を脱ぎ、再使用する場合には洗濯をすること。

　2.全ての安全注意を読み理解するまで取り扱わないこと。　　　　　　　　　　22.火災の場合：消火するために適切な手段を使用すること。

　3.熱、高温のもの、火花、裸火及び他の着火源から遠ざけること。禁煙。　　　　　23.皮膚又は髪に付着した場合：直ちに、汚染された衣類を全て脱ぐこと。

　4.容器を密閉しておくこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　皮膚を水又はシャワーで洗うこと。

　5.容器を接地しアースをすること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　24.吸入した場合：空気の新鮮な場所に移し、呼吸しやすい姿勢で休息させること。

　6.防爆型の電気機器／換気装置／照明機器を使用すること。　　　　　　　　　　25.容器からこぼれた時には、布で拭き取って水を張った容器に保管すること。

　ﾌ.火花を発生させない工具を使用すること。　　　　　　　　　　　　　　　26.施錠して保管すること。

　8.静電気放電に対する措置を講すること。　　　　　　　　　　　　　　　　27.換気の良い場所で保管すること。涼しいところに置くこと。

　9.粉じん／煙／ガス／ミスト／蒸気／スプレーを吸入しないこと。　　　　　　　28.直射日光や水濡れは厳禁。

10.取扱い後は、手洗いおよびうがいを十分に行うこと。　　　　　　　　　　　29.塗料等の缶の積み重ねは３段までとすること。

１１．この製品を使用するときに、飲食または喫煙をしないこと。　　　　　　　　　30.内容物／容器を国際、国、都道府県又は市町村の規則に従って

12.環境への放出を避けること。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産業廃棄物として廃棄すること。

13.保護手袋／保護衣／保護眼鏡／保護面を着用すること。　　　　　　　　　　31.塗料、塗料容器、塗装具を廃棄する時には、産業廃棄物として処理すること。容器、

１４．本来の用途以外に使用しないこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　塗装具などを洗浄した排水は、そのまま地面や排水溝に流すと環境に悪影響を及ぼす

15.気分が悪い時は、医師の診断／手当を受けること。　　　　　　　　　　　　　おそれがあるため、排水処理場などの施設に持ち込むか、産業廃棄物処理業者に処理

16.特別な処置が必要である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を依頼すること。

１７．□をすすぐこと。

１８．漏出物を回収すること。

１９．ばく露又はばく露の懸念がある場合：医師の診断／手当てを受けること。　　　　※上記の表示は一例です。色相などにより、容器の表示とは異なる場合があります。

20.皮膚刺激が生じた場合：医師の診断／手当てを受けること。　　　　　　　　　１本製品は日本国内での使用に限定し、輸出される場合は事前にご相談ください。

〈§〉専〈1〉〈S〉
引火性液体及び蒸気／皮膚刺激／発がんのおそれの疑い／生殖能又は胎児への悪影響のおそれ／臓器

の障害のおそれ／長期にわたる、又は反復ばく露による臓器の障害のおそれ／長期継続的影響によって

水生生物に非常に強い毒性

※本カタログの内容については、予告なしに変更する場合がございますのであらかじめご了承ください。

※本カタログ中の製品名・会社名は、 その他の会社の、日本およびその他の国の登録商標または商標です。

　　■　●91111一

　　OM220250T

　2022年2月現在
頒布価格1,000円
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※⑩Ｃｏｐｙｒｉｇｈｔ２０２１ＮＩＰＰＣＮＰＡＩＮＴＣｏ上td AIけightsreserved.

※この色見本の使用有効期限は２０２７年１月までです。この色見本は、保管条件など経時で少しずつ変色していきますので、有効期限をおまもりください。

●日本ペイントホームベージhtｔp://www.n帥pcnpaint.co.jp/

田富ぺ吋'二Jﾄ筏Ξ1:会社

北海道支店昔011-370-3101近畿支店豊06-6455･9608

東北支店2022･232-6712中国支店・082-281-2180

関東支店登03･5479･3614四国支店豊0877-56-2346

効験働技店203-5479-3614九州支店豊092-751-9861

中部支店・052-461-1960
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